
天然ガス 

 

 天然ガスは、石油や石炭とともに化石燃料に分類される天然資源です。広義の天然ガ

スは、地下に天然に滞留し地表に取り出した際に気体状態であるガス全般のことであり

（地下で気体状態のものが地表では液状となるものはガスコンデンセートと呼びます）、

二酸化硫黄・硫化水素・二酸化炭素などの火山性ガスを含むますが、通常はメタンを主

成分とした可燃性の炭化水素混合ガスのことを指します（主成分のメタンの他にエタン、

プロパン、ブタンなどを含む）。身近な例では、都市ガスとして利用されています。都市

ガスとして使用される場合には、ガス漏洩に気づくように人工的に臭いを付けています

が、天然ガス自体は無色・無臭・透明です。また、従来の燃料（木材、石炭、石油）と

比べて発熱量が高いことも特徴となっています。 

 天然ガスはその産状によって、油田ガス（原油と同じ成因でできた熱起源ガス）、炭田

ガス（石炭の生成過程に伴って放出されるガス）、水溶性天然ガス（地中に埋もれた有機

物がバクテリアによって分解された生物起源ガス）などに分類されますが、主な産出地

が中近東に偏っている石油に比べて、天然ガスは欧州、ロシア、アメリカ、オーストラ

リア、東南アジア、アフリカと世界中で広く産出されるため、安定供給の利点がありま

す。日本国内でも北海道、秋田、新潟、福島、千葉などで産出されます（しかし消費量

の 96%程度を輸入に頼っています）。全世界での確認可採埋蔵量としては約 180 兆m3とな

っていまして、量的には可採年数は 60 年以上（生産のピークは 2025 年頃）と推定され

ています。しかし質的には、石油と同じく悪くなってきています。更に、輸送するため

に液化が必要で、液化に燃料の 2割を費やします（使えるのは 8割）。また、輸送にも 1

割程度のエネルギーが必要であります。今後石油の代替として、天然ガスの需要が高ま

ると、可採年数は大幅に短くなると推定されます。また、確認可採埋蔵量の数値自体に

も政治的要因・推定精度の問題・用語の定義の不統一などの不確実性があることを認識

し、可採年数の解釈には十分注意すべきです。 

 天然ガスの利点の一つに、石油や石炭に比べ、燃焼したときに温暖化の原因物質であ

る二酸化炭素や、大気汚染の原因である窒素酸化物、硫黄酸化物などの発生が少なクリ

ーンなエネルギーであることです（下図参照）。このようなクリーンな天然ガスの利用率

は、火力発電用や都市ガスの原料として着実に増え続けていまして、一次エネルギー供

給構成比として、1970 年代初頭は 1%台でありましたが、現在は 12%以上と大幅に増加し

ています。天然ガスは約−162℃で液化する性質があり、この場合気体の約 600 分の 1 の

体積となり、LNG（Liquefied Natural Gas：液化天然ガス）として大量輸送・貯蔵が可

能となっています。なお、LNG と似た言葉に LPG（Liquefied Petroleum Gas：液化石油

ガス）がありますが、LPG は石油の精製過程で生成するガスのことで、プロパン、プロ

ピレン、ブタン、ブチレンなどを含みます。 



 天然ガスの利用方法としては、都市ガス用原料や火力発電用燃料として広く利用され

ていますが、以下のような新しい利用方法も試みられています。天然ガスを圧縮して燃

料とする天然ガス自動車 NGV（Natural Gas Vehicle）が実用化され、すでに世界中で 200

万台以上が走っているとのことです。NGV は CNG（Compressed Natural Gas：圧縮天然

ガス）自動車とも呼ばれます。天然ガスから取り出した水素と空気中の酸素との化学反

応で電気を作り出す燃料電池も実用化を目指し、開発がすすめられています。さらに、

次世代の天然ガス利用方法として脚光を浴びる GTL(Gas to Liquids：天然ガスの液体燃

料化技術) があり、ディーゼル自動車用次世代燃料として注目されています。 

 最後に非在来型天然ガスを紹介します。タイトサンドガス、コールベッドメタン、メ

タンハイドレート、シェールガス、地球深層天然ガスなどが非在来型天然ガスとして分

類されます。この中で、コールベッドメタン（石炭の生成・熟成に伴って発生したメタ

ンを主成分とするガスが、炭層中の石炭に保持されているガス）については在来型天然

ガスの確認埋蔵量に匹敵する埋蔵量を有すると准定され、米国・オーストラリアなどで

は活発に商業生産が実施されているため、「非在来型天然ガス」として分類すべきでない

との意見もあります。また、メタンハイドレート（水分子がつくる籠の中にメタン分子

がとり込まれている氷状の結晶）の資源量についても資源量は豊富（在来型天然ガスの

それ以上）と言われていますが、EPR を算出できる段階ではなく実用化のめどはたって

いません。 
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図 石炭を 100 とした場合の排出比 

 


